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　室外機は原則床置きとして、視点場から見えない位置に設置し、視点場以外の地区
内の他の通りからもできるだけ見えないよう工夫する。また、壁面設備も目立たない
工夫をする。

①〜⑬景観計画重点地区

　室外機は原則床置きとして、通りからできるだけ見えないよう工夫する。また、
壁面設備も目立たない工夫をする。 ⑭一般区域

　室外機や壁面設備が視点場や通りから見える位置に設置されると、街並み景観を損なうおそれが
あります。そのため、室外機や壁面設備は視点場等から見えない位置に設置し、また、目隠しをす
るなど目立たない工夫をして、すっきりとした景観をつくります。
　また、樋は、壁面と同色にするなどの工夫が必要です。

建
築
物
（
仕
上
げ
材
／
室
外
機
、
壁
面
設
備
）

室内 室内床置き

外壁の上部に室外機を
設置すると、景観を損
なうおそれがある。

樋の色によっては、
目立ってしまう。

樋の色を建築物に合わせ、
目立たない工夫をする。

室外機及び壁面設備は、目立た
ない工夫をする。

配管は壁面と調和
した色とする。

※手すりの景観配慮の考え方は「⑪ バルコニーの洗濯物（次ページ）」を参照してください。

 ⑩ 室外機、壁面設備 
 景観計画における形態意匠の基準 

■解説 

　壁面等の仕上げ材は、耐久性があり、汚れにくく、変色しにくいものとする。 全地区共通

　劣化や汚れ、破損しやすい
仕上げ材の使用は、景観を損
なうおそれがあります。その
ため、耐久性に優れ、汚れに
くく変色しにくい材料を使う
ことが必要です。

吹きつけ素材の汚れ・劣化

カラーベストの劣化・
汚れ・コケ

　特に最近よく使われるコン
クリート打放し仕上げは、施
工状態やディテールの工夫に
より、年月が経つと表面の状
態に大きな差異が生じます。
　また、木素材等の自然素材
は、経年変化による変色等を
起こしやすく、景観を損なう
おそれがあります。
　そのため、耐久性に優れた
素材の選定やメンテナンス方
法も勘案し、景観上の工夫や
配慮を行います。

打放しコンクリートの
劣化・汚れ

木素材のはがれ・劣化

 ⑨ 仕上げ材 
 景観計画における形態意匠の基準 

■解説 
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　視点場から、原則洗濯物等が見えないようにする。また、視点場以外の場所や地区
内の他の通りからも、できるだけ見えないよう工夫する。 ①〜⑬	景観計画重点地区

　通りから見える位置については、洗濯物等ができるだけ見えないよう工夫する。 ⑭	一般区域

　バルコニーに干す洗濯物等は、景観を損なうおそれがあるため、通りから見えないよう、物干し
金物を低い位置に設置することや、通りから見えない位置に設置するなどの工夫が必要です。
　特に、景観計画重点地区では、視点場からの見え方や街並みの雰囲気を損なわないよう、洗濯物
等は、原則、視点場から見えないようにします。

建
築
物
（
バ
ル
コ
ニ
ー
の
洗
濯
物
）

室内

手すりに隠れるように物干し金物を低い位置に
設置して、洗濯物等が見えないよう工夫する。

視点場から見える洗濯物等は、
景観を損なうおそれがある。

室内

　布団等を手すりにかけて干
すことがありますが、景観を
損なうおそれがあります。で
きるだけ手すりの内側の低い
位置に干すなど、景観に対す
る配慮が必要です。

洗濯物を干す位置

バルコニーの手すり部分の素材例

アルミ手すり
（縦格子）例 アルミ手すり

（板格子ピッチ広い）
アルミ手すり

（板格子ピッチ狭い） 金属パネル

断
面

立
面

特
徴

空隙が多く、洗濯物等が見え
る。

正面から見ると空隙が多く、
洗濯物等が容易に見えるが、
斜めからは内部が見えにくく
なる※。そのため、見る角度
によっては、洗濯物等が一度
に見えることはない。

正面から見ると空隙が多く、
斜めからは内部が見えにくく
なる※。そのため、隣接住戸の
洗濯物等が一度に見えること
はない。

透過せず、洗濯物等は見えな
い。

＜金属系手すりの例＞

奥行きがある板格子
は、正面や手前から
は空隙が多く内部が
見えるが、斜めから
はバルコニーの内部
が見えなくなるため、
洗濯物等が目立ちに
くくなる。

※板格子の手すり

手前の洗濯物等は見える。

奥に行くほど洗濯物等は
見えにくくなる。

 ⑪ バルコニーの洗濯物 
 景観計画における形態意匠の基準 

■解説 



37

4

は
じ
め
に

1

5

6

3

2

景
観
形
成

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

使
い
方

景
観
づ
く
り
に

向
け
た
基
本
的

考
え
方

届
出
制
度
等

に
つ
い
て

景
観
計
画
に
定
め
る

「
形
態
意
匠
の
基
準
」

「
事
前
協
議
要
綱
」

に
定
め
る

そ
の
他
の
基
準

届
出
等
の

手
続
に
つ
い
て

建
築
物
（
バ
ル
コ
ニ
ー
の
洗
濯
物
）

透明ガラス例

断
面

立
面

特
徴

透過し、洗濯物等が見
える。

コンクリート

透過性がないため、洗
濯物等は見えない。

型板ガラス

ガラスの裏にある洗濯
物等の形状がぼやける
が、そこにあることは
認識できる。

光が当たると反射によ
り内部が見えにくくな
るが、透過性があるた
め、洗濯物等が見える
こともあり、使用にあ
たっては注意が必要。

乳白色ガラス

透過性はあるが、洗濯
物等は見えにくくなる。

＜ガラス系の手すりなどの例＞

バルコニーの手すりの種類と洗濯物等の見え方

中高層建築物における配慮

透過しない部分に物干し金物を設置し、その部分に洗濯物を干
すことで、透過性のある素材と組み合わせることができる。

特殊金属膜
コーティングガラス

手すりの種類を使い
分ける場合、特に歩
行者や自動車等から
の目線が行き届く範
囲については、景観
上も、また居住者の
プライバシーの確保
の観点からも、透過
しない手すりとする
ことが望ましい。

高層部について
も配慮が必要。

歩行者等の目線
の行き届く範囲
では、コンクリー
ト腰壁など、透
過しない手すり
とする。高架道
路沿いなどで視
点の高さが高い
場所では、そこ
からの見え方も
検討する。

透過性のあるガラスは、物干し金物
等を設置しない場所に使用する。

コンクリートの手すり（腰
壁）部分に物干し金物等を
設置する。

　マンションやオフィスビルなどの中には、バルコニーがなく、
ガラス張りとなっている建築物があります。この場合、家具
や家電製品の背面などが外から直接見え、景観を損なうおそ
れがあります。そのため、腰壁の高さ程度までは、内部が見
えにくくなるよう、ガラスの種類を工夫し、窓際の家具類の
置き方を工夫するなど、景観への理解と配慮により、より良
好な景観を形成することができます。

　アウトフレーム工法の建
築物の場合、柱面により手
すりが分断されるため、洗
濯物等が連続して見えず、
目立ちにくくなります。

　手すり等には、周辺の街並み景観との調和に配慮した素材
を使用します。
　また、反射率が高いガラスは、光が当たると反射により内
部の洗濯物等が見えにくくなりますが、周囲に対して光害等
の影響を与えるおそれがあるため注意が必要です。

透過性のあるガラスの手すりでは、各住戸の洗濯物等が見えて、
景観を損なう。
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建
築
物
（
ガ
ラ
ス
面
の
広
告
）

　視点場から見える位置には、周辺との調和を図り、外壁のガラス面の内側に公衆
に向けた広告物を表示しないことを基本とする。視点場以外の位置や他の通りから
見える位置についても、原則、表示しないこととし、やむを得ず表示する場合は、
沿道の街並みや建築物と調和するようデザインを工夫する。

①〜⑬景観計画重点地区

　通りから見える位置には、原則、外壁のガラス面の内側に公衆に向けた広告物を
表示しないこととし、やむを得ず表示する場合は、沿道の街並みや建築物と調和す
るようデザインを工夫する。

⑭一般区域

　外壁のガラス面の内側に広告物を表示すると、景観を損なうおそれがあります。
　景観計画重点地区では、視点場からの見え方や街並みの雰囲気を損なわないよう、視点場から見
える位置には、公衆に向けた広告物を表示しないこととします。なお、やむを得ず表示する場合は、
広告物の面積を抑え、色彩に配慮するなど、街並みや建築物と調和するようデザインを工夫します。
　一般区域でも、通りから見える位置には、ガラス面の内側に広告物を表示しないこととします。
　

学○○ 習塾 生徒募集

○ × 歯 科医院

高価買入○○○○
ブランド
時計・バッグ
金銀・プラチナ
金券・切手

AM 10:00 ～ PM8:00
定休日　毎週水曜日
0120-○○○-○○○

整△ 形外科 クリニ クッ

高彩度色を使った広告物や
過剰な数、面積の広告物の
表示は、景観を損なうおそ
れがある。そのため、でき
る限り彩度を抑え、表示す
る数、面積を少なくする。

ガラス面の室内側の面への広告物の表示

ガラス

ガラス

ガラス

ガラスが二重に設けられたダブルスキンの内側等に広告物を表示した場
合でも、基準の対象となる。

ガラス ガラス

広告物

窓面への広告物の表示

室内

広告物

室内

室内

広告物

 ⑫ ガラス面の広告 
 景観計画における形態意匠の基準 

■解説 
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　できるだけ視点場から見えない位置で、景観上影響の少ない位置に設置する。 ①〜⑬	景観計画重点地区

　できるだけ景観上影響の少ない位置に設置する。　 ⑭	一般区域

　工事現場の仮囲いは、周辺景観との調和を図るとともに、必要に応じてデザインの工夫に努める。 全地区共通

　建築物の屋上等に設置されることが多いテレ
ビアンテナ等は、無秩序に設置されると、景観
を損なうおそれがあります。そのため、視点場
や通りから見えない位置に設置します。

　工事現場の仮囲いのデザインや緑化等により、周辺景観と調和するよう工夫します。

建
築
物
（
テ
レ
ビ
ア
ン
テ
ナ
等
／
工
事
現
場
の
仮
囲
い
）

視点場から、見え
ない位置にアンテ
ナ等を設置する。

　工事現場の仮囲いへのイラスト、写真の表示や緑化等の工夫により、景観に配慮する。

写真を表示した例緑化を施した例（イメージ）

 ⑬ テレビアンテナ等 

 ⑭ 工事現場の仮囲い 

 景観計画における形態意匠の基準 

 景観計画における形態意匠の基準 

■解説 

■解説 


